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【
要
旨
】

　

本
稿
は
、
中
嶋
哲
也
著
『
近
代
日
本
の
武
道
論
―
〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
問
題
の
誕
生
―
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日

発
行
、
六
〇
八
頁
＋
ⅺ
頁
）
に
対
す
る
書
評
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
評
は
、
英
国
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
出
版
会
が
刊
行
し
て
ゐ
る
学

術
誌ʻ̒M

artial A
rts Studies Journalʼʼ

に
お
け
る
「
日
本
の
武
術
研
究
」
を
め
ぐ
る
特
集
号
に
寄
稿
し
、
掲
載
さ
れ
たBO

O
K

 REV
IEW

（
英

文
書
評
）
の
元
原
稿
（
邦
文
）
に
手
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
近
代
武
道
史
に
関
す
る
主
要
な
事
柄
を
網
羅
し
て
論
じ
た
本
書
は
、
当
該
テ
ー
マ

の
最
前
線
を
走
る
研
究
で
あ
る
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
本
書
の
ユ
ニ
ー
ク
な
成
果
は
、
世
界
各
国
に
お
け
る
固
有
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ー

ツ
的
身
体
文
化
と
「
ス
ポ
ー
ツ
」
概
念
と
の
歴
史
的
関
係
の
事
例
と
を
照
ら
し
合
は
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
極
め
て
有
意
義
な
国
際
文
化
比
較
と
な

り
得
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

武
道　

ス
ポ
ー
ツ
化　

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ー
ツ　

講
道
館
柔
道　

大
日
本
武
徳
会

一　
「
武
道
」
と
「
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ー
ツ
」
の
両
概
念

　

日
本
語
の
「
武
道
」（B

udo

）
を
単
純
に
英
訳
す
る
な
ら
ば
、

Japanese m
artial arts

やT
he m

artial w
ays of Japan

或
い
はT

he 
m

artial arts and w
ays of Japan

な
ど
と
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
現
在
、
こ
の
言
葉
の
生
み
の
親
で
あ
る
日
本
人
の
大
多

数
に
と
つ
て
「
武
道
」
と
は
、「
コ
ン
バ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
の
下
位
カ
テ
ゴ

リ
ー（

１
）」 

と
し
て
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ー
ツ
の
日
本
版
と
捉
へ
る
だ
け
で
は

物
足
り
な
い
と
感
じ
て
し
ま
ふ
ほ
ど
、
頗
る
深
遠
な
概
念
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
武
道
」
と
「
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ー
ツ
」
の
両
概
念
は
、
極

め
て
近
い
意
味
を
持
つ
も
の
の
、
無
条
件
に
代
替
可
能
な
も
の
で
は
な

い
。
勿
論
厳
密
に
い
へ
ば
、
ど
の
や
う
な
概
念
で
あ
れ
、
そ
の
翻
訳
が
彼

我
に
と
つ
て
全
く
イ
コ
ー
ル
と
な
る
事
例
を
見
つ
け
る
方
が
難
し
い
こ
と

は
重
々
承
知
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
近
代
日
本
社
会
の
中
で
歴
史
的
に
形

成
さ
れ
て
き
た
「
武
道
」
と
い
ふ
我
が
国
固
有
の
概
念
が
、
西
洋
か
ら
移

入
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
」（sports

）
と
い
ふ
国
際
的
か
つ
普
遍
的
な
概
念

と
接
す
る
中
で
日
本
特
有
の
含
意
を
持
つ
概
念
と
し
て
明
確
に
区
別
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
、
も
う
少
し
注
目
さ
れ
て
良
い
も
の
と
思
は
れ
る
。

　【
書
評
】中
嶋
哲
也
著『
近
代
日
本
の
武
道
論
―〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉問
題
の
誕
生
―
』

　
藤
田
　
大
誠
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二　

主
題
と
さ
れ
た
〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
問
題

　

現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、「
本
来
の
武
道
」
と
は
ど
の
や
う
に
あ
る

べ
き
か
と
い
ふ
議
論
は
、
武
道
家
た
ち
の
一
家
言
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的

な
社
会
評
論
と
し
て
も
盛
ん
に
行
は
れ
て
き
た
。

　

か
く
い
ふ
評
者
も
、
空
手
道
や
剣
道
を
少
々
嗜
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
つ

て
、
熱
を
帯
び
た
武
道
論
を
戦
は
せ
た
経
験
が
幾
度
も
あ
る
。
ま
た
、
評

者
が
勤
務
す
る
國
學
院
大
學
人
間
開
発
学
部
に
お
い
て
担
当
し
て
き
た

「
日
本
の
伝
統
文
化
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
史
」
な
ど
の
講
義
科
目
に
お
い
て

日
本
に
お
け
る
「
武
道
」
の
成
り
立
ち
を
説
明
す
る
際
に
は
、
現
在
の
学

生
た
ち
の
様
々
な
「
武
道
」
観
に
も
触
れ
て
き
た
。

　

そ
の
や
う
な
機
会
に
必
ず
論
点
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
競
技
化
や
国
際

化
、
特
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
化
の
傾
向
が
著
し
い
柔
道
や
空
手
道
、
そ

し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
距
離
を
と
つ
て
ゐ
る
剣
道
な
ど
の
現
代
的
在
り

方
を
念
頭
に
置
い
た
〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
の
問
題
で
あ
つ
た
。

　

か
か
る
傾
向
に
対
し
て
は
、
一
方
で
は
日
本
人
の
誇
る
べ
き
特
質
と
し

て
の
武
道
の
精
神
性
や
伝
統
性
、
民
族
文
化
性
、
武
術
性
を
軽
ん
じ
る
も

の
と
痛
烈
に
非
難
す
る
論
者
が
を
り
、
他
方
で
は
こ
れ
を
国
際
的
な
時
代

の
趨
勢
と
し
て
受
け
入
れ
、
是
認
す
る
向
き
も
あ
り
、
両
者
間
の
乖
離
は

解
消
し
難
い
ほ
ど
甚
だ
し
い
の
が
常
で
あ
つ
た
。

　

し
か
し
、本
書
に
よ
れ
ば
、〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉を
め
ぐ
る
議
論
は
、

す
で
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
の

時
期
（
一
九
二
〇
年
代
）
か
ら
始
ま
つ
て
ゐ
た
古
く
て
新
し
い
問
題
で
あ

る
と
い
ふ
。
本
書
は
、「
本
来
の
武
道
の
あ
り
方
を
追
究
す
る
」
本
質
論

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
よ
り
豊
か
な
語
り
の
流
儀
を
生
み
出
す
た
め

の
足
場
を
提
供
」
す
る
た
め
に
「〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
と
い
う
言
説

の
歴
史
を
考
察
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
純
然
た
る
学
術
書
（
早
稲
田

大
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
科
に
提
出
し
た
博
士
論
文
に
対
し
て
大

幅
に
加
除
修
正
を
施
し
た
も
の
）
で
あ
り
、
史
料
を
多
々
駆
使
し
た
抑
制

の
効
い
た
研
究
で
あ
る
［
本
書
四
頁
。
以
下
も
同
様
］。

三　

本
書
の
概
要
①
―
〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
問
題
の
成
立
過
程
―

　

柔
道
の
実
践
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
人
類
学
・
武
道
論
を
専

門
と
す
る
茨
城
大
学
教
育
学
部
准
教
授
の
著
者
は
、「
今
日
、
武
道
は
ス

ポ
ー
ツ
と
伝
統
の
二
つ
の
表
情
を
合
わ
せ
持
つ
日
本
発
の
身
体
文
化
で
あ

る
」［
一
頁
］
と
定
義
付
け
た
上
で
、
近
代
日
本
に
お
け
る
当
事
者
た
ち
の

「
武
道
論
」（
武
道
の
本
質
を
問
ふ
態
度
）
に
着
目
し
、〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ

化
〉
と
い
ふ
問
題
の
成
立
過
程
と
そ
の
展
開
を
詳
細
に
検
討
し
て
ゐ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
と
い
ふ
問
題
は
ど
の
や
う

に
成
立
し
た
の
か
、
②
武
道
に
関
は
る
人
々
は
〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉

と
い
ふ
問
題
へ
い
か
に
対
応
し
た
の
か
、
と
い
ふ
二
つ
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
ゐ
る
［
一
五
頁
］。
六
百
頁
を
超
え
る
大
冊
の
本
書
は
、
五
部
十
六

章
を
序
章
と
結
章
で
挟
む
構
成
で
あ
る
。
以
下
に
本
書
の
概
要
を
記
し
、

若
干
の
批
評
を
加
へ
た
い
。

　

第
一
部「〈
術
か
ら
道
へ
〉―
―
嘉
納
治
五
郎
と
講
道
館
柔
道
の
成
立
」、

第
二
部
「
武
道
概
念
の
成
立
―
―
大
日
本
武
徳
会
の
成
立
と
西
久
保
弘
道

の
武
道
論
」、
第
三
部
「〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
問
題
の
出
現
―
―
戦
間

期
に
お
け
る
武
道
の
大
衆
化
」
で
は
、
明
治
維
新
（
一
九
六
八
年
）
以
降

か
ら
昭
和
初
年（
一
九
三
七
年
）ま
で
を
対
象
と
し
て
、「
武
道
」概
念
と〈
武

道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
問
題
の
成
立
過
程
を
取
り
扱
つ
て
ゐ
る
。
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著
者
は
、
戦
後
に
通
説
化
し
た
、
近
世
の
「
武
術
」
か
ら
近
代
の
「
武

道
」
へ
と
変
遷
し
た
と
す
る
「
武
道
の
近
代
化
論
」
を
踏
襲
し
な
い
。「
柔

術
」
や
「
武
術
」
と
い
ふ
語
か
ら
「
柔
道
」
や
「
武
道
」
と
い
ふ
新
た
な

近
代
的
概
念
を
確
立
さ
せ
た
当
事
者
た
ち
で
あ
る
講
道
館
柔
道
の
嘉
納
治

五
郎
や
大
日
本
武
徳
会
の
西
久
保
弘
道
は
、
明
治
期
に
お
け
る
撃
剣
興
行

の
存
在
を
前
提
と
し
て
「
武
術
」
を
旧
弊
的
か
つ
低
俗
的
な
も
の
と
印
象

づ
け
、
そ
の
反
面
教
師
と
し
て
、〈
術
か
ら
道
へ
〉
と
い
ふ
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
用
ゐ
た
と
捉
へ
て
ゐ
る
［
五
二
一
～
五
二
三
頁
］。

　

ま
た
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
の
第
二
回
明
治
神
宮
競
技
大
会
に

お
い
て
勃
発
し
た
大
日
本
武
徳
会
参
加
問
題
を
契
機
と
し
て
、「
武
道
」

と
「
ス
ポ
ー
ツ
」
の
双
方
に
お
け
る
精
神
性
・
競
技
性
の
相
違
点
と
共
通

点
が
注
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、
戦
間
期
（
大
正
七
年
〔
一
九
一
八
〕
～
昭

和
十
二
年
〔
一
九
三
七
年
〕）
に
お
け
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
化
・
競

技
化
・
国
際
化
を
背
景
と
す
る
大
衆
化
さ
れ
た
「
消
費
ス
ポ
ー
ツ
状
況
」

を
参
考
と
し
つ
つ
武
道
の
大
衆
化
を
図
ら
う
と
す
る
動
き
と
し
て
の
〈
武

道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
肯
定
論
が
台
頭
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、〈
武
道
の
ス

ポ
ー
ツ
化
〉
問
題
が
成
立
し
た
と
い
ふ
［
二
三
八
、二
三
九
頁
］。
た
だ
、

近
年
進
展
著
し
い
明
治
神
宮
の
創
建
過
程
や
「
明
治
神
宮
競
技
（
体
育
・

国
民
体
育
・
国
民
錬
成
）
大
会
」
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
の
成
果
が
十
分

に
参
照
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
は
少
々
残
念
で
あ
る（

２
）。

し
か
し
、
そ
の
欠
点
を

抜
き
に
し
て
も
極
め
て
重
要
な
指
摘
を
提
示
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で

き
る
。

四　

本
書
の
概
要
②
―
〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
問
題
の
展
開
―

　

本
書
の
第
三
部
ま
で
は
、こ
れ
ま
で
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
史
や
武
道
史
・

武
道
論
の
諸
研
究
に
お
い
て
も
度
々
言
及
さ
れ
て
き
た
著
名
な
事
柄
に
関

す
る
再
検
討
の
趣
が
強
い
が
、
著
者
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、

〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
問
題
に
対
応
し
た
人
々
の
動
き
を
詳
し
く
考
察

し
た
第
四
、五
部
で
あ
る
。

　

第
四
部
「〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
問
題
へ
の
対
応　

そ
の
①
―
―
藤

生
安
太
郎
と
武
道
の
国
策
化
」
で
は
、
佐
賀
選
出
の
衆
議
院
議
員
で
「
日

本
精
神
」
や
「
神
」（
神
道
）
と
「
武
」（
武
道
）
が
密
接
不
可
分
と
す
る

「
国
体
」
観
に
基
づ
き
、
柔
道
の
国
際
化
を
批
判
す
る
と
と
も
に
武
道
の

国
策
化
を
推
進
し
た
藤
生
安
太
郎
に
よ
る
〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
批
判

が
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
の
第
七
十
三
回
帝
国
議
会
衆
議
院

に
お
け
る
武
道
国
策
化
に
関
連
す
る
諸
建
議
案
を
導
い
た
と
指
摘
す
る

［
四
一
三
、四
一
七
、四
一
八
頁
］。評
者
が
所
持
し
て
ゐ
る
藤
生
の
主
著『
武

道
と
し
て
の
相
撲
と
国
策
』（
大
日
本
清
風
会
発
行
）
が
初
版
発
行
か
ら
一

年
経
過
し
た
昭
和
十
四
年
十
一
月
一
日
付
の
「
第
十
六
版
発
行
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生
ん
だ
彼
の
大
き
な
影
響
力
が

窺
ひ
知
ら
れ
、
首
肯
で
き
る
見
解
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
著
者
は
、
同
年
十
二
月
の
武
道
振
興
委
員
会
設
置
、
昭
和
十
六

年
十
一
月
の
厚
生
省
人
口
局
練
武
課
設
置
、
同
十
七
年
三
月
の
陸
軍
・
海

軍
・
文
部
・
厚
生
・
内
務
五
省
共
管
に
よ
る
「
武
道
綜
合
団
体
」
と
し
て

の
大
日
本
武
徳
会
設
立
へ
と
推
移
し
た
武
道
の
戦
時
体
制
に
お
い
て
も
、

「
戦
技
化
」
は
構
想
さ
れ
た
が
、
結
局
各
省
間
の
「
武
道
」
概
念
や
武
道

行
政
の
一
元
化
は
な
さ
れ
ず
、
究
極
的
に
は
神
祇
院
（
昭
和
十
五
年
十
一

月
に
創
設
さ
れ
た
神
社
行
政
を
管
轄
す
る
内
務
省
外
局
）
と
合
体
し
た
内

閣
直
属
の
「
神
武
院
」
を
理
想
と
し
て
ゐ
た
藤
生
の
武
道
論
と
は
掛
け
離

れ
た
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を
冷
静
に
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
［
四
一
七
頁
］。

　

次
い
で
第
五
部
「〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
問
題
へ
の
対
応　

そ
の
②
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―
―
古
武
道
の
誕
生
」
で
は
、
内
務
省
の
神
社
局
長
や
警
保
局
長
、
貴
族

院
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
松
本
学
が
、
安
岡
正
篤
に
よ
る
「
日
本
精
神
」

論
や
「
真
剣
味
」
と
い
ふ
思
想
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
形
稽
古
の
正
統
性

を
主
張
す
る
一
方
、
試
合
志
向
を
否
定
す
る
〈
武
道
の
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
批

判
を
展
開
す
る
中
で
、
昭
和
十
年
二
月
に
「
日
本
古
武
道
振
興
会
」
を
設

立
し
、〈
ス
ポ
ー
ツ
化
〉
し
た
「
武
道
」（
柔
道
、
剣
道
等
）
か
ら
零
れ
た

日
本
各
地
に
存
在
す
る
武
術
諸
流
の
総
称
と
し
て
「
古
武
道
」
概
念
を
提

唱
し
た
こ
と
を
詳
細
に
跡
付
け
て
ゐ
る
［
五
二
六
、五
二
七
頁
］。

　

こ
の
「
古
武
道
」
概
念
は
、
昭
和
十
六
年
に
登
場
し
た
、「
国
防
国
家
」

に
即
応
し
た
武
道
・
体
育
の
戦
技
化
を
指
標
と
す
る
「
新
武
道
」
概
念
と

対
照
化
さ
れ
た
が
、
武
術
諸
流
の
存
続
を
支
へ
、
現
在
に
至
つ
た
積
極
的

な
面
も
あ
る
と
い
ふ
［
五
二
七
、五
二
八
頁
］。

五　

本
書
の
意
義
と
今
後
の
国
際
的
・
学
際
的
課
題

　

著
者
も
言
及
し
て
ゐ
る
通
り
、
日
本
の
「
武
道
」
概
念
に
つ
い
て
の
歴

史
的
研
究
は
、
近
代
に
お
け
る
大
日
本
武
徳
会
や
講
道
館
柔
道
に
着
目
し

た
木
下
秀
明
や
坂
上
康
博
、
井
上
俊
に
よ
る
考
察
の
ほ
か
、
よ
り
長
い
ス

パ
ン
（
西
暦
十
二
世
紀
末
か
ら
現
代
ま
で
）
の
通
時
的
検
討
を
加
へ
た
寒

川
恒
夫
に
よ
る
近
年
の
研
究
が
重
要
な
先
行
業
績
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る（

３
）。

本
書
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
十
分
に
踏
ま
へ
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
正
面

か
ら
は
扱
は
れ
て
来
な
か
つ
た
戦
間
期
（
大
正
七
年
〔
一
九
一
八
〕
～
昭

和
十
二
年
〔
一
九
三
七
年
〕）
の
武
道
史
に
力
点
を
置
い
た
研
究
で
あ
る

［
二
四
、二
五
頁
］。
近
代
武
道
史
に
関
す
る
主
要
な
事
柄
を
網
羅
し
て
論

じ
た
本
書
は
、
当
該
テ
ー
マ
の
最
前
線
を
走
る
研
究
と
い
へ
よ
う
。

　

ま
た
、
近
代
日
本
社
会
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
本
書
の
ユ
ニ
ー
ク
な
成

果
は
、
世
界
各
国
に
お
け
る
固
有
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ア
ー
ツ
的
身
体
文
化

と
「
ス
ポ
ー
ツ
」
概
念
と
の
歴
史
的
関
係
の
事
例
と
を
照
ら
し
合
は
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
極
め
て
有
意
義
な
国
際
文
化
比
較
と
な
り
得
る
。

　

な
ほ
、
本
書
の
主
題
で
は
無
い
も
の
の
、
行
論
の
中
で
何
度
も
触
れ
ら

れ
て
ゐ
る
「
昭
和
天
覧
試
合
」
か
ら
は
、「
天
覧
」
が
総
体
と
し
て
の
「
武

道
」
の
社
会
的
地
位
向
上
を
も
た
ら
し
た
大
き
な
契
機
と
な
つ
て
ゐ
た
こ

と
が
窺
ひ
知
ら
れ
る（

４
）。

ま
た
、
平
安
神
宮
・
明
治
神
宮
と
大
日
本
武
徳
会

と
の
関
は
り
、
日
本
古
武
道
振
興
会
に
お
け
る
奉
納
演
武
大
会
の
多
く
が

全
国
各
地
の
神
社
境
内
や
外
苑
、
神
苑
な
ど
を
会
場
と
し
て
ゐ
た
こ
と
な

ど
、
神
社
と
武
道
と
の
関
係
を
示
す
事
例
も
頻
繁
に
登
場
す
る
が
、
こ
れ

ら
の
史
実
は
今
後
、「
神
道
史
」
と
「
武
道
史
」
を
架
橋
す
る
観
点
か
ら

そ
の
歴
史
的
意
義
を
精
緻
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
評
者
は
、
本
書
が
解
明
し
た
「
武
道
」
概
念
と
「
ス
ポ
ー
ツ
」

概
念
と
の
鬩
ぎ
合
ひ
と
い
ふ
史
実
か
ら
、
近
代
日
本
社
会
に
お
け
る
「
神

道
」（Shinto

）
概
念
と
「
宗
教
」（religion

）
概
念
と
の
間
の
複
雑
な
歴

史
的
関
係
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た（

５
）。

ど
ち
ら
も
日
本
固
有
の
概
念

と
外
来
概
念
と
の
組
み
合
は
せ
で
あ
る
。
勿
論
完
全
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し

て
捉
へ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
近
代
日
本
社
会
と
い
ふ
時
空
の
中
で
、
い

づ
れ
も
非
常
時
に
日
本
精
神
論
や
国
体
論
の
重
要
な
要
素
と
さ
れ
、
時
に

は
互
ひ
に
結
び
付
け
ら
れ
て
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
つ
た「
武
道
」と「
神

道
」
の
概
念
史
を
丹
念
に
比
較
検
討
す
る
作
業
は
、
日
本
文
化
史
の
全
体

像
を
読
み
解
く
重
要
な
方
法
の
一
つ
に
な
る
と
思
は
れ
る
。

（
Ａ
５
判
、
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
四
日
発
行
、

六
〇
八
頁
＋
ⅺ
頁
、
定
価　

八
〇
〇
〇
円
＋
税
）
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註（
１
）T

om
linson,A

lan.2011.T
he W

orld A
tlas of Sport

：W
ho plays 

W
hat,w

here,and w
hy

：N
ew

 Internationalist,72

（
ア
ラ
ン
・
ト
ム
リ
ン

ソ
ン
著
〔
阿
部
生
雄
・
寺
島
善
一
・
森
川
貞
夫
監
訳
〕『
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
地
図
』

丸
善
出
版
、
平
成
二
十
四
年
、
七
〇
頁
）。

（
２
）
高
嶋
航
『
帝
国
日
本
と
ス
ポ
ー
ツ
』（
塙
書
房
、
平
成
二
十
四
年
）、
藤
田
大
誠
・

青
井
哲
人
・
畔
上
直
樹
・
今
泉
宜
子
編
『
明
治
神
宮
以
前
・
以
後
―
近
代
神
社

を
め
ぐ
る
環
境
形
成
の
構
造
転
換
―
』（
鹿
島
出
版
会
、
平
成
二
十
七
年
）
な
ど

を
参
照
。
な
ほ
、
関
連
す
る
拙
稿
と
し
て
は
、「
明
治
神
宮
外
苑
造
営
に
お
け

る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
構
想
―
「
明
治
神
宮
体
育
大
会
」
研
究
序
説
―
」（『
國

學
院
大
學
人
間
開
発
学
研
究
』
第
四
号
、
平
成
二
十
五
年
）、「
明
治
神
宮
競
技

大
会
創
設
と
神
宮
球
場
建
設
に
関
す
る
一
考
察
―
内
務
省
衛
生
局
と
学
生
野

球
界
の
動
向
を
中
心
に
―
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀

要
』
第
九
号
、
平
成
二
十
七
年
）、「「
神
宮
競
技
問
題
」
の
推
移
と
「
明
治
神

宮
体
育
大
会
」
の
成
立
」（『
國
學
院
大
學
人
間
開
発
学
研
究
』
第
六
号
、
平
成

二
十
七
年
）、「
昭
和
初
年
に
お
け
る
明
治
神
宮
体
育
大
会
の
歴
史
的
意
義
―
学

生
参
加
問
題
と
昭
和
天
皇
行
幸
を
軸
と
し
て
―
」（『
國
學
院
大
學
人
間
開
発
学

研
究
』
第
八
号
、
平
成
二
十
九
年
）、「
明
治
神
宮
外
苑
拡
張
構
想
と
幻
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」（『
國
學
院
大
學
人
間
開
発
学
研
究
』
第
九
号
、
平
成
三
十
年
）

な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
木
下
秀
明
『
ス
ポ
ー
ツ
の
近
代
日
本
史
』（
杏
林
書
院
、
昭
和
四
十
五
年
）、
坂

上
康
博
『
権
力
装
置
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
―
帝
国
日
本
の
国
家
戦
略
―
』（
講
談

社
、
平
成
十
年
）、
井
上
俊
『
武
道
の
誕
生
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
六
年
）、

寒
川
恒
夫『
日
本
武
道
と
東
洋
思
想
』（
平
凡
社
、平
成
二
十
六
年
）な
ど
を
参
照
。

（
４
）
前
掲
拙
稿
「
昭
和
初
年
に
お
け
る
明
治
神
宮
体
育
大
会
の
歴
史
的
意
義
―
学
生

参
加
問
題
と
昭
和
天
皇
行
幸
を
軸
と
し
て
―
」
を
参
照
。

（
５
）
拙
稿
「
神
社
対
宗
教
問
題
に
関
す
る
一
考
察
―
神
社
参
拝
の
公
共
性
と
宗
教

性
―
」 （『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
平
成

二
十
五
年
）、
同
「
國
學
院
大
學
に
お
け
る
建
学
の
精
神
「
神
道
精
神
」
の
基

礎
的
考
察
」（『
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研
究
』第
一
〇
号
、平
成
三
十
年
）、

同
「「
国
家
神
道
」
概
念
の
近
現
代
史
」（
山
口
輝
臣
編
『
戦
後
史
の
な
か
の
「
国

家
神
道
」』
山
川
出
版
社
、
平
成
三
十
年
）
を
参
照
。

【
附
記
】

　
　
　

本
稿
は
、
英
国
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
出
版
会
が
発
行
し
て
ゐ

る
電
子
版
査
読
付
き
学
術
誌
の 

M
artial A

rts Studies Journal  

（M
A

S 

Journal　

http://m
asjournal.org.uk/

）
に
お
け
る
「
日
本
の
武
術
研
究
」

を
め
ぐ
る
特
集
号
（
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
の
ポ
ー
ル
・
ボ
ウ
マ
ン
教
授
と
早
稲
田

大
学
国
際
教
養
学
部
の
マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー
教
授
が
共
編
）
に
邦
文
で
の
寄

稿
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
を
マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー
（M

ichael M
olasky

）
教

授
が
英
訳
し
て
掲
載
さ
れ
たBO

O
K

 REV
IEW

の
元
原
稿
に
手
を
加
へ
た
も

の
で
あ
る
。
な
ほ
、
英
訳
に
当
た
つ
て
は
相
当
意
訳
も
な
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
か

な
り
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
つ
た
も
の
の
モ
ラ
ス
キ
ー
教
授
と
幾
度

も
相
互
に
や
り
と
り
し
て
英
文
の
訳
語
や
表
現
を
確
認
す
る
作
業
を
行
つ
た
。

英
文
書
評
の
書
誌
情
報
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

 BO
O

K
 REV

IEW
 : K

indai N
ihon no budoron - 

〈budo no 

supotsuka

〉 m
ondai no tanjo [D

iscourse on Budo in M
odern 

Japan -T
he O

rigins of the 

‘Sportification of B
udo

’ 

Problem
] T

etsuya N
akajim

a K
okusho kankokai, 2017 608 

+xi pages 

（M
artial A

rts Studies Journal  Issue 6
Cardiff 

U
niversity Press 2018.7.24 p106-p110 M

A
S Journal　

U
RL　

http://m
asjournal.org.uk/　

平
成
三
十
年
十
一
月
八
日
閲
覧
）
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ま
た
、
本
稿
は
、『
神
社
新
報
』
第
三
三
七
五
号
（
平
成
二
十
九
年
十
月

二
十
三
日
付
）
に
掲
載
さ
れ
た
書
評
を
も
と
に
し
て
ゐ
る
が
、
改
め
て
全
体
を

見
直
し
た
上
で
学
術
的
体
裁
を
施
し
、
海
外
研
究
者
向
け
の
論
点
を
加
へ
る
な

ど
、
大
幅
な
加
筆
を
行
つ
て
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
書
に
対
す

る
邦
文
の
学
術
的
書
評
と
し
て
は
未
発
表
の
原
稿
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
稿
作
成

に
当
た
つ
て
は
、
見
出
し
を
付
け
て
典
拠
を
増
や
し
、
仮
名
遣
や
年
号
表
記
、

註
の
表
記
法
な
ど
を
改
め
て
ゐ
る
。

　
　

※ 

本
稿
は
、
平
成
三
十
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
基
盤

研
究
（
Ｂ
））（
一
般
）「
帝
国
日
本
と
東
ア
ジ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
圏
の
形
成
」（
研

究
課
題
／
領
域
番
号
：
一
八
Ｈ
〇
〇
七
二
二
、
研
究
代
表
者
：
高
嶋
航
）
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ふ
ぢ
た
ひ
ろ
ま
さ
　
國
學
院
大
學
人
間
開
発
学
部
健
康
体
育
学
科
教
授
）


